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近年の士地改良事業は、農業の生産性の向上、農業構造の改善を促進し、併せて水田営農活

性化対策、畑作の振興等のため、ポソプを利用する港瀛排水施設が増加し、士地改良施設の管

理費に占める動力費の割合が増大してきており、施設の維持管理費の低減が要求されるように

なって来ている。

一方、電力の供給は不安定な石油に頼っている部分が多く、オイルシ""クや地球環境保全

のため、代替エネルギーの開発を核とした総合エネルギー対策が必要となってきた。

このような状況から、昭和58年度より、士地改良事業で造成される農業水利施設を利用した

小水力発電設備の設置ができるよう制度改正が行われ、小水力発電が国のエネルギー政策に沿

い、かっ農業生産費特に電力費の軽減に結び付くことから、今後農業水利施設に係わる包蔵水

力の開発は大きく進展する、のと予想される。このため、出力30~20ookW規模の設備を対象と

した殿岡構造物計画設計指針(小水力発電設備編)』が昭和61年に作成されている。

しかしながら、農業用水の発電利用の特徴として、一般に低落差・小水量であり、期別の流

量変動が大きく、農業利水が優先され、発電は従属となる形態が多い。したがって、発電規模

が小さく、設備の利用度が低いため、経済的に問題となる地点が多い。また、管理面からは保

守の簡易・容易性が要求される。このような事情から、小水力発電計画に船ける機器の標準化

.簡素化を推進し、建設コストの低廉化と管理コストの軽減化を目的として、昭和60年度から

農林水産省の委託により、(社)農業士木機械化協会に小水力発電機器標準化技術検討委員会

が設けられ、鋭意検討が進められている。

現在のところ、開発が予想される小水力発電設備の平均出力は30okW程度と推定され、また、

経済性の点で問題となる出力規模は50okW未満の場合が多い。このため、委員会の検討の一環

として、特に500加未満の小水力発電機器の標準化・簡素化を実現し、開発可能地区の増加を

図ることを目的として、計画設計を行う際の技術マニュアルが取りまとめられた。

本マニュアルの活用により、ローカルエネルギーとしての未開発水力の開発が広く展開され、

ポソプ施設の維持管理費の低減と併せて農業の振興を期待してやまない。

最後に、本マニュアルの作成に御協力、御尽力いただいた委員並びに幹事各位に深甚の謝意

を表する。

はしがき

小水力発電機器標準化技術検討委員会

委員長佐野文彦
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適用範囲

水力発電所建設に伴う許認可手続き

環境影響調査審査等の手順

小水力発電の設計業務フロー
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2 農業用水利施設を利用した発電方式の計画概要

1 発電方式

2 発電所の流量

3 発電所の落差
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2.2 発電計画の検討

2.2.1 発電規模の決定

2.2.2 機器配置

2.2.3 作業結果のまとめ
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2.3 経済性の検討

2.3.1 建設費

2.3.2 建設単価法による経済性の評価
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3.2.3 許容最大水圧値の決定

び六

些

二

フ 、圧

ー
ー
ー
ー
ー

1
2
3
4
5

2
 
2
 
2

ー
ー
ー

ー
ー
4
6
8

0
 
1
 
ー

ー
ー
ー

4
 
9
 
1

1
 
2
 
3

4
 
5
 
7

3
 
3
 
3

4
。
 
4

0
 
2
 
2

5
 
5
 
5



3.3 除塵設備

3.3.1 概要

3.3.2 除塵設備の設置基準
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4.2 水車の効率と特性
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4.2.4 S形チューブラ水車
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4.

各種水車の標準化

3.1 ペノレトソ水車発電装置(パッケージ形)
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5.1 入口弁

5.1.1 用途

5.1,2 入口弁の種類

5.1.3 入口弁の口径

5.1.4 操作噛区動方式

5.1.5 入口弁と水圧管の接続

5.1.6 付属品

5.1.7 概略寸法及び概略基礎荷重
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5.2.3 調速機の適用

2.4 電動サーボモータ

5 ダミーロード式調速機(ロードガバナ)

6 水位調整装置
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発電機容量選定

1.1 発電機の種類と標準化容量
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6.2 発電機及び増速機の効率

6.2.1 発電機の効率

6.2.2 増速機の効率
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主配電盤

1 盤の構成及び寸法

2 構成機器一ー・・ー
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高低圧閉鎖配電盤

2.1 盤の構成及び寸法 269
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8.3 変圧器

8.3.1 標準仕様

8.3.2 油入変圧器概略寸法及び概略重量・
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9.3 火災報知器

9.3.1 定格事項
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10 工場試験および検査

1 水車

2 補機

3 発電機

4 変圧器

5 配電盤及び開閉装置
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10.2 現場試験
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11.1.2 工事概要

11.1.3 工程表

Ⅱ.1.4 工事組織
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Ⅱ.4 施工管理

11.4.1 工程管理

11.4.2 品質管理
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力率改善用コソデソサ容量の計算
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